
つ
て
お
り
ま
す
。

,
し
の
式
を一回
行
う
,
し
と
を

を
受
け
ま
す
。

と
も
当
た
ら
な
か
っ
た
場
合
は
上
客
が
こ
れ

客
へ
の
褒
美
と
し
て
与
え
ら
れ
ま
す
。

四
人

記
録
は
、
当
日
す
べ
て
の
茶
を
喫
み
当
て
た

種
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

種
類
に
は
、
試
み
茶
二
種
と
、

別
の
濃
茶

一

種
の
茶
を
喫
み
、

判
断
し
ま
す
。
本
茶
の

種
い
た
だ
き
、

つ
づ
い
て
本
茶
と
称
す
る

こ
の
式
は
四
人
の
客
が
最
初
に
試
み
茶
を

ほ
ん
ち
や

ー
ー
ー
ー
又
り

六
人
で
い
た
し
ま
す
。

筆
」
と
称
し
て
記
録
を
取
る
役
が
一人
の
計

は
四
人
と
し
、

点
茶
役

一
人
、
そ
れ
に

「
執

し
て
、

客
に
定
数
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

普
通

「
茶
カ
ブ
キ
之
式
」
は
八
畳
の
席
を
正
式
と

席
」
と
い

目
席
中
に
茶
師
の
名
を
書
い
た
看
板
を
掛
け
る

の
茶
銘
は
書
き
ま
せ
ん

さ
め
の
字
で
書
き
ま
す
が
、
客
の

「
ふ
せ
茶
」

き
ま
す
。
茶
師
の
名
の
右
肩
に
は
茶
銘
を
小

師
の
名
を
二
段
に
書
き
、

三
段
目
に
客
と
書

掛
け
ま
す
目
.
看
板
に
は
胡
粉
で
当
日
の
茶

席
中
の
客
か
ら
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
看
板
を

て
、
諸
荘
り
と
し
ま
す
目

も
ろ
か
ざ

床
に
は
掛
物
を
掛
け
、

花
入
に
は
花
を
入
れ

全
六
回
.
次
号
予
定
は

「
茶
カ
ブ
キ
之
式

.
風
炉
口
」

目
床
に
掛
物
を
掛
け

-
"修
-千
宗
室

花
入
に
花
を
入
れ
る



紗
は
紅
絹
の
裂
で
す
。

帛 の
掛
帛
紗
目
を
そ
の
上
に
掛
け
ま
す
。

こ
の

順
に
背
中
合
せ
に
の
せ
て
匹
、

茶
カ
ブ
キ
用

こ
う
に
し
て
、

右
か
ら
竹
田

.
上
林

.客
の

棗
を
置
き
ま
す
。
本
茶
の
小
棗
は
正
而
を
向

左
に
は
看
板
下
段
の
茶
師
の
名
(
上
林
)
の
小

看
板
上
段
の
茶
師
の
名
(
竹
田
)
の
方
を
右

の
名
を
甲
書
き
し
た
試
み
茶
用
の
小
棗
を
、

そ
し
て
茶
カ
ブ
キ
用
長
盆
の
手
前
に
、

茶
師

な
が
ぼ
ん

茶
を
同
分
量
入
れ
て
お
き
ま
す
目
。

客
と
茶
師
の
名
を
書
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
濃

あ
と
の
三
個
の
小
棗
の
蓋
一
袋
に
竹
田
.
上
林
.

竹
田
.上
林
な
ど
と
書
き
、

本
茶
を
入
れ
る

み
茶
を
入
れ
、
甲
に
そ
れ
ぞ
れ
茶
師
の
名
を

茶
カ
ブ
キ
用
小
棗
五
個
の
う
ち
二
個
に
は
試

こ
な
つ
め

に

な
ど
と
、
舌
先
の
味
覚
に
よ
り
判
断
し
て

い
ま
す
が
、
-
-
れ
は
板
の
判
断
で
、

と
偈
頚
戈
.
れ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
常
に
甘

い
、
辛
い
、
熱
い
、

冷
た

;

之
式
に
は
無
学
宗
衍
が

「
于
'
古
于
匕
今
截
断
'
'
舌
頭
'
始
可
'
知
-
'
真
味
'
」

立
て
-
ら
れ
た
の
が
、

-
-
の
「
茶
カ
プ
キ
之
式
」

で
あ
り
ま
す
。

茶
カ
ブ
キ

の
鑑
別
は
出
来
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

味
覚
修
練
の
た
め
に
組
み

あ
り
ま
す
が
、
こ
-
つ
し
た
怠
惰
の
風
を
一掃
し
て
、
茶
人
と
し
て
当
然
茶

竸
べ
て
、
物
品
を
賭
け
、
夜
を
徹
し
て
遊
興
の
限
り
を
つ
く
し
た
も
の
で

茶
、
す
な
わ
ち
非
茶
と
を
キ
、
キ
、
当
て
る
こ
と
で
、五
十
服
、
百
服
と
喫
み

で
す
が

-
-
の
闘
茶
は
ぁ
る
意
味
、
茶
の
湯
発
祥
の
先
駆
を
な
し
た
と
も

い
-
て
る
の

も
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

つ
て
、
賭
け
ご
と
を
し
た
闘
茶
に
源
を
お

い
た
名
称
で
、
「
茶
歌
舞
伎
」
と

古
く
甫
北
朝
時
代
、
す
で
に
茶
の
「
本
」「
非
」を
キ
、
キ
、
当
て
る
こ
と
ば
よ

茶
カ
ブ
キ
と

い
い
ま
す
の
は
、

茶
の
湯
が
ま
だ
道
と
し
て
成
り
立
つ
前
の
、

こ 茶
カ
ブ
キ
之
式

れ
は
本
茶
す
な
わ
ち
栂
尾
産
の
茶
と
そ
の
他
の
地
で
出
来
た

74



七事式の解説令茶カブキ之式 . 風炉(一)

目
小
棗
に
試
み
茶
と
本
茶
を
同
分
量
入
れ
る

目
長
盆
手
前
に
試
み
茶
、
奥
に
本
茶
を
の
せ
る

お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

も
の
で
あ
る
と
、

禅
的
な
立
場
か
、
ん
現
実
社
会
に
示
唆
在
加
-
ん
て
説
い
て

本
来
の
味
は
そ
の
舌
頭
を
裁
ち
切

つ
て
こ
そ
、
始
め
て
真
の
味
が
わ
か
る

目
茶
カ
ブ
キ
用
掛
帛
紗
を
準
備
す
る
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書
き
ま
す
囹
。
こ
の
四
枚
を
正
客
が
上
に
な

と
上
の
方
に
書
き
、
そ
の
下
に
客
の
名
前
を

リ
一片
に
竹
田
、
二
片
に
上
林
、
三
片
に
客

し
て
鋏
を
入
れ
ま
す
。
そ
の
三
片
の
右
端
よ

り
、
縦
三
つ
に
な
る
よ
う
に
上
端
を
少
し
残

セ
ン
チ
、
横
約
六
セ
ン
チ
位
の
大
き
さ
に
切

つ
ぎ
に
名
乗
紙
と
い
い
、

美
濃
紙
を
縦
約
九

な
の
り
が
み

み

の

お
き
ま
す
。

一の
順
に
、

ン
チ
四
方
の
大
き
さ
で
、
各
々
の
上
に
一、

大
折
据
を
三
枚
用
意
し
ま
す
回
。

約
十
五
セ

お
お
お
り
す
.
ん

す
。
を
仕
組
ん
だ
建
水
目

水
次
囹
を
用
意
し
ま

茶
杓
を
仕
組
ん
だ
茶
碗
目
と
、

柄
杓
、
蓋
置

水
屋
に
は
点
前
用
具
と
し
て
、

茶
巾
、
茶
筅

場
合
は
中
棚
に
薄
茶
器
を
荘
り
置
き
ま
す
。

地
板
に
は
水
指
を
荘
り
ま
す
目
。

.一
重
棚
の

据
え
て
、
準
備
し
た
長
盆
を
天
板
に
荘
り
目

け

棚
(
今
回
は
鵬
雲
斎
大
宗
匠
好
竹
寿
棚
)
を

道
具
畳
に
は
風
炉
を
定
座
に
据
え
、

釜
を
懸

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

一が
上
に
な
る
よ
う
に
重
ね
て

目
茶
碗
に
茶
巾
、
茶
筅
、
茶
杓
を
仕
組
む

目
棚
の
天
板
に
長
盆
を
荘
る

目
建
水
に
柄
杓

目
点
前
座
の
荘
り
付
け

蓋
置
を
仕
組
む



七事式の解説令茶カブキ之式・風炉(一)

名
乗
紙

枚

に
こ
よ
り
で
綴
じ
ま
す
囹

こ
れ
を
大
折
据
の

る
よ
う
に
重
ね
て
、

そ
の
右
の
方
、

上
端
を

の
せ
ま
す
旧

田

林

客
と
書
く

固
四
枚
重
ね
て
右
上
端
を
こ
よ
り
で
綴
じ
る

囿
水
次
に
は
茶
巾
を
の
せ
て
お
く

田
名
乗
紙
を
大
折
据
の
上
に
の
せ
る

田
大
折
据
三
枚
。
一、
ニ
、
三
と
書
い
て
あ
る



ろ
に
置
き
座
り
、
扇
子
を
要
が
上
座
に
な
る
よ
う
後

か
な
め

座
の
方
へ
向
い
て
田
回
り
、

半
畳
の
中
央

に 丁 ん
で
、

正
客
の
座
に
右
足
か
ら
入
つ

て
困

回

か
ぎ
畳
を
右
足
で
越
し
囲
、
斜
め
に
進

膝
を
立
て
て
立
ち
、

右
足
か
ら
席
に
入
つ

て

一礼
を
し
て
困
、
扇
子
を
右
手
に
持
つ
て
右

茶
道
口
に
座
り
、
扇
子
を
膝
前
に
置
き
囿
、

正
客
は
次
客
に

「
お
先
に
」
と
次
礼
を
し
て

つ
ぎ
れ
い

つ
て
、
正
客
か
ら
順
に
席
入
り
を
し
ま
す
。

は
出
紗
を
腰
に
つ
け
ま
す
。

客
は
扇
子
を
持

は
水
屋
で
互
礼
を
し
て
囹

亭
主
と
執
筆
者

席
中
田
、
水
屋
の
準
備
が
出
来
る
と
、

六
人

硯
箱
を
の
せ
て
お
き
ま
す
囹
"
-

に さ
を
左
に
し
て
ニ
つ
に
折
つ

て
囹
、
そ
の
上

つ
ぎ
に
文
台
の
上
に
、

奉
書
(
二
枚
程
)
を
わ

連
客
の
席
入
り
を
待
ち
ま
す
。

函
席
中
の
荘
り
付
け

: 固
一つ
に
折
つ
た
奉
書
を
文
台
に
の
せ
る

囹
六
人
は
水
屋
で
互
礼
を
す
る

囹
奉
書
の
上
に
硯
箱
を
の
せ
る



七事式の解説令茶カブキ之式・風炉(一)
囮
か
ぎ
畳
を
右
足
で
越
す

囿
正
客
は
、
茶
道
口
で
扇
子
を
膝
前
に
置
く

困
正
客

足
か
ら
入
る

困
.礼
を
す
る

図
下
座
の
方
に
向
い
て
回
り
、

座
る

囲
右
膝
か
ら
立
ち
右
足
で
席
に
入
る



ち
ま
す
函
。

じ
く
後
ろ
に
置
い
て
、

亭
主
の
迎
付
け
を
待

四
客
は
自
席
に
座
る
と
、
扇
子
を
三
客
と
同

に
座
亭
主
は
四
客
が
席
入
り
を
す
る
と

自
席
に
進
み
ま
す
囲
。

よ
う
に
置
き
ま
す
。
四
客
も
三
客
と
同
様
に

座
に
進
ん
で
囲
座
り
、

扇
子
を
次
客
と
同
じ

て
て
困
立
ち
、

ま
っ
す
ぐ
進
み
困

三
客
の

客
.四
客
の
席
入
り
を
待
ち
ま
す
。

が
下
座
に
な
る
よ
う
に
後
ろ
に
置
い
て
、

三

方
に
向
い
て
田
回
り
、

座
つ
て
、

扇
子
を
要

ん
で
、

自
席
に
右
足
か
ら
入
り
困
、

上
座
の

か
ぎ
畳
を
右
足
で
越
し
ま
す
困
。

斜
め
に
進

客
と
同
じ
く
右
膝
を
立
て
て
立
ち
、
茶
道
口

り
、
扇
子
を
膝
前
に
置
い
て

次
客
は
三
客
に
次
礼
を
し
て

り
ま
す
囲
。

一
客
も
四
客
に
次
礼
を
し
て
茶
道
口
に
座

一礼
を
し
て
扇
子
を
持
つ
て
右
膝
を
立

礼
を
し
、
正

茶
道
口
に
座

茶
道
ロ

臣
上
座
の
方
に
向
い
て
回
り

困
次
客
は
茶
道
口

か
ぎ
畳
を
右
足
で
越
す

座
る

囹
三
客
も
茶
道
口
で

困
次
客
の
座
へ
右
足
か
ら
入
る

礼
し
、
右
膝
か
ら
立
つ



七事式の解説令茶カブキ之式・風炉(一)
団
四
客
も
一
.
一
客
と
同
様
に
自
席
に
進
む

困
右
足
で
席
に
入
り
ま
っ
す
ぐ
進
む

田

こ
の
頃
、

亭
主
は
茶
道
口
に
座
る

客
の
座
に
進
ん
で
座
る

函
四
客
ま
で
着
座
し
、
亭
主
の
迎
付
け
を
待
つ



り
囹

棚
正
面
に
置
き
ま
す
。

試
み
茶
の
入
つ
た
竹
円
の
小
棗
を
右
手
で
取

度
置
き
換
え
て
囹
、
長
盆
の
手
前
に
あ
る

つ
た
小
棗
を
両
手
で
同
B
に
取
り
囹

二
、

長
盆
の
向
こ
う
側
に
並
べ
て
あ
る
本
茶
の
入

脇
に
縦
に
置
き
ま
す
囹

折
つ

て
囲

三
つ
折
り
に
し
、

左
手
で
左
膝

折
り
、
左
手
で
左
側
を
三
分
の
一向
こ
う
に

し
囲
、
右
手
で
右
側
を
三
分
の

一向
こ
う
に

四
つ
折
り
に
し
ま
す
田
。

持
ち
か
え
て
縦
に

ニ
つ
に
折
つ
て
幽

そ
れ
を
向
こ
う
に
折
り

る
掛
帛
紗
の
両
端
中
央
を
持
つ

て
取
り
函
、

正
面
に
進
ん
で
囲
座
り
、

長
盆
に
掛
け
て
あ

立
て
て
立
ち
、

右
足
か
ら
席
に
入
つ

て
、
棚

叫
客
が
座
る
と
、

茶
道
口
の
亭
主
は
右
膝
を

田
亭
主
は
席
に
入
つ

て
棚
正
面
に
進
む

つ
折
り
に
す
る

向
こ
う
に
折
つ

て
四
つ
折
り
に
す
る

函
掛
帛
紗
の
両
端
中
央
を
持
つ

て
取
る



困
縦
に
し
右
側
三
分
の
一を
向
こ
う
に
折
る

本
茶
の
入
つ
た
小
棗
を
両
手
で
取
り

田
.一
、.
.
一
度
置
き
換
え
る

囮
左
側
三
分
の

一も
折
り
、
.
二
つ
折
り
に
す
る

困
試
み
茶
の
小
棗
(
竹
田
)
を
取
り
、
棚
正
面
へ

困
左
手
で
左
膝
脇
に
縦
に
置
く



す0 左膝
を
立
て
て
圉
立
ち
、
水
屋
に
さ
が
り
ま

亭
主
は
右
膝
脇
の
掛
帛
紗
を
右
手
で
持
ち

を
し
団
、
客
一同
総
礼
を
し
ま
す
囲
。

紗
を
右
膝
脇
に
置
い
て
圃
、

迎
付
け
の

一礼

客
の
方
に
斜
め
に
向
い
て
囹
囹
座
り
、

掛
帛

て
幽
立
ち
、
茶
道
口
踏
込
畳
ま
で
さ
が
り
冱
、

囲

右
手
に
持
ち
か
え
て
困
、
左
膝
を
立
て

つ
ぎ
に
左
手
で
左
膝
脇
の
掛
帛
紗
を
取
り

困
左
膝
を
立
て
て
立
つ

田
左
手
で
左
膝
脇
の
掛
帛
紗
を
取
る

田
茶
道
口
踏
込
畳
ま
で
さ
が
る

困
右
手
に
持
ち
か
え
る



七事式の解説令茶カブキ之式・風炉(一)
団
亭
主
は
迎
付
け
の

囹
客
の
方
に
斜
め
に
向
く
よ
う
に
回
る

礼
を
し

囲
.同
総
礼
を
す
る

囹
客
の
方
に
向
い
て
座
る

困
掛
帛
紗
を
右
手
で
持
ち
、

左
膝
か
ら
立
つ

圃
掛
帛
紗
を
右
膝
脇
に
置
く



持
つ
て
団
上
座
に
あ
ず
か
り
ま
す
瓰
。

正
客
は
亭
主
が
立
つ
と
、

大
折
据
を
両
手
で

て
圃
立
ち
、
水
屋
に
さ
が
り
ま
す
。

て
圃

ひ
と
膝
下
座
を
向
い
て
左
膝
を
立
て

の
正
面
に
座
り
、

両
手
で
縁
外
正
面
に
置
い

て
て
函
立
ち
、

か
ぎ
畳
を
進
ん
で
國
、

正
客

度
回
し
固
、
正
面
を
正
し
て
國
、

右
膝
を
立

据
を
右
手
向
こ
う
、
左
手
手
前
と
持
つ
て
ニ

を
両
手
で
持
つ

て
茶
道
口
に
座
り
圃
、

大
折

つ
ぎ
に
亭
主
は
、

名
乗
紙
を
の
せ
た
大
折
据

國
大
折
据
の
正
而
を
正
す

囲
大
折
据
を
両
手
で
持
つ

て
茶
道
口
に
座
る

田
右
膝
を
立
て
て
立
つ

函
右
手
向
こ
う
、
左
手
手
前
と
持
つ
て
回
し



七事式の解説令茶カブキ之式・風炉(一)
團
正
客
は
大
折
据
を
両
手
で
持
ち

圃
か
ぎ
畳
を
右
足
で
越
し
、
正
客
の
前
に
進
む

囲
L
座
に
あ
ず
か
る

圉
大
折
据
を
正
客
の
正
面
に
両
手
で
置
く

國
ひ
と
膝
下
座
を
向
き
、

左
膝
か
ら
立
つ

執
筆

中
島

宗
基

-
〒
主白
波
瀬
宗
幸

四
客

志
村

宗
光

客

角

宗
広

次
客

五
明

宗
昭

正
客
泉
本
宗
悠

解
説
〆
業

躰

部



亭
主
は
茶
碗
を
持
つ

て
右
足
か
ら
席
に
人
り

目

点
前
座
に
進
ん
で
座
り
、
茶
碗
を
左
手

で
勝
手
付
に
仮
置
き
し
ま
す
目

前
号
ま
で

を
両
手
で
取
つ

て
、
L
座
に
あ
ず
か
り
ま
す
。

亭
主
は
名
乗
紙
を
の
せ
た
大
折
据
を
正
客
の
正
面
に
置
き
、

水
屋
に
さ
が
り
ま
す
。

目
亭
主
は
茶
碗
を
持
つ

て
席
に
入
る

全
六
回
.
次
号
予
定
は

「
茶
カ
"
フ
キ
之
式
.
風
炉
旧
」

6

目
茶
碗
を
左
手
で
勝
手
付
に
仮
置
き
す
る

-
*修
-千
宗
室



そ
の
ま
ま
控
え
ま
す
囲
。

客
か
ら
「
本
茶
所
胡
ご
の
挨
拶
が
あ
る
ま
で
、

ほ
ん
ち
や

前
正
面
に
置
い
て
旧

手
は
組
ま
ず
に
、

正

目

通
い
畳
の
中
央
に
座
り
囹
、

文
台
を
膝

筆
者
は
文
台
を
両
手
で
持
つ

て
席
に
入
り

総
礼
が
す
む
と
、
茶
道
口
に
控
え
て
い
た
執

す
目
目

て
、
亭
主

.執
筆
者

つ
て
、

定
座
に
置
き

て
構
え
母

建
水
の
中
の
蓋
置
を
右
手
で
取

点
前
座
の
亭
主
は
、
建
水
上
の
柄
杓
を
取
つ

文
台
を
置
い
て
控
、
兄
ま
す
目

に 者
は
文
台
を
持
つ
て
茶
道
口
に
座
り

尚
ん
だ
い

旱
主
が
建
水
を
持
つ
て
席
に
入
る
と

虚
ー
リ
十
小
十
,
凸

て
、
建
水
を
運
び
出
し
、

点
前
座
に
進
ん
で

左
に
置
き
合
わ
せ
ま
す
四

持
ち
、
左
手
で
左
横
を
持
ち
か
え
て
、棗
の

し
た
茶
碗
を
左
手
で
取
り
、
右
手
で
右
横
を

右
寄
り
に
置
き
か
え
目

勝
手
付
に
仮
置
き

つ
ぎ
に
亭
主
は
棚
正
面
の
棗
を
右
手
で
少
し

連
客
は
総
礼
を
し
ま

柄
杓
を
蓋

水
屋
に
さ
が
っ

置
に
引
い 執

筆
膝
前

目
建
水
を
持
ち
出
し
、
執
筆
者
は
控
え
て
お
く

目
棚
正
面
の
棗
を
右
寄
り
に
置
き
か
え
る

目
柄
杓
を
取
り

目
茶
碗
を
ー
ニ
手
で
棗
と
置
き
合
わ
せ
る

構

る



七事式の解説令茶カブキ之式 . 風炉(ニ)
旧
通
い
畳
の
中
央
に
座
る

王
が
柄
杓
を
蓋
置
に
引
く
と

亭
王

執
筆
者
.連
客
は
総
礼
を
す
る

旧
文
台
を
膝
前
正
面
に
置
く

囮
手
は
組
ま
ず
に
、
そ
の
ま
ま
控
、
兄
て
い
る

執
筆
者
は
文
台
を

席
に
入
る



棗
と
置
き
合
わ
せ
ま
す
困

き
団
、
茶
筅
を
取
つ
て
、

棚
の
前
右
寄
り
に

を
取
り
、
拭
き
清
め
て
、
棗
の
上
中
央
に
假

困 前 を
「
り
」
の
字
な
り
に
拭
き
清
め
囿
、

棚
の

を
し
て
旧
囹
、
左
手
で
棗
を
取
り
、

棗
の
甲

き
囹
、
腰
の
帛
紗
を
取
り
、

草
の
四
方
捌
き

置
き
固
、
棗
を
右
手
で
茶
碗
と
膝
の
間
に
置

田
、
左
、
右
の
三
手
で
膝
前
少
し
向
こ
う
に

居
ず
ま
い
を
正
し
ま
す
。

棚
前
の
茶
碗
を
右

亭
主
は
総
礼
の
あ
と
、

建
水
を
進
め
て
囿

つ
づ
い
て
帛
紗
を
捌
き
直
し
て
、

茶
杓

中
心
を
割
つ
て
、

左
寄
り
に
置
き
ま
す

囿
左
手
で
扱
い
、
右
手
で
少
し
向
こ
う
に
置
く

囿
亭
主
は
建
水
を
進
め
、

居
ず
ま
い
を
正
す

囹
棗
を
右
手
で
茶
碗
と
膝
の
冏
に
置
く

回
棚
前
の
茶
碗
を
右
手
で
取
り



七事式の解説令茶カブキ之式・風炉(ニ)
困
棗
を
棚
の
前
左
寄
り
に
置
く

旧
旧
腰
の
帛
紗
を
取
り
、

草
の
四
方
捌
き
を
す
る

囲
茶
杓
を
拭
き
清
め
、
棗
の
L
中
央
に
置
く

囲
茶
筅
を
棗
と
置
き
合
わ
せ
る

囿
棗
の
甲
を
「
り
」

の
字
な
り
に
拭
き
清
め
る



巾
を
釜
の
蓋
の
上
に
置
き
ま
す
田
。

拭
き
清
め
団
、
茶
碗
を
膝
前
に
置
い
て

茶
巾
を
右
手
で
取
つ
て
、

茶
碗
を
左
膝
脇
で

で
取
り
、
左
手
で
湯
を
建
水
に
あ
け
ま
す
囲
。

し
圉
、
茶
筅
を
元
に
戻
し
て
、

茶
碗
を
右
手

て
、
茶
筅
通
し
(
二
度
上
げ
の
ー
ニ
度
打
ち
)
を

れ
困
、
置
柄
杓
で
釜
に
置
き
、

茶
筅
を
取
つ

杓
を
右
手
に
持
ち
、
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
入

そ
の
帛
紗
を
建
水
の
下
座
に
置
き
ま
す
)
。

柄

紗
扱
い
で
釜
の
蓋
を
取
り
、

蓋
置
の
上
に
置
き

も
釜
の
蓋
の
摘
み
が
南
鐐
、

共
蓋
の
場
合
は
帛

の
上
に
置
き
ま
す
困
(
女
子
、

ま
た
は
男
子
で

構
え
て
、
素
手
で
釜
の
蓋
を
取
り
困

蓋
置

男
子
は
帛
紗
を
腰
に
つ
け
て
柄
杓
を
取
り

茶
巾
を
水
指
の
蓋
の
上
に
置
き
ま
す
函
。

拭
き
清
め
困
、
茶
碗
を
手
前
に
寄
せ
て
囮

に 帛
紗
で
蓋
の
摘
み
の
前
を

「
ニ
」
の
字
な
り

つ
づ

い
て
、

水
指
の
蓋
が
塗
蓋
の
場
合
は

茶

函
茶
巾
を
水
指
の
蓋
の
上
に
置
く

困
帛
紗
で
水
指
の
塗
蓋
を
拭
き
清
め
る

困
柄
杓
を
構
え

塑
茶
碗
を
手
前
に
寄
せ
る

釜
の
蓋
を
取
り



囮
茶
碗
の
湯
を
建
水
に
あ
け
る

I
I

困
蓋
置
の
L
に
置
く

囹
茶
巾
で
茶
碗
を
拭
き
清
め
る

困
柄
杓
で
湯
を
汲
み
、

茶
碗
に
入
れ
る

田
茶
巾
を
釜
の
蓋
の
上
に
置
く

困
茶
筅
通
し
を
す
る



の
左
側
に
立
て
か
け
ま
す
囹

囹
、
左
手
の
上
を
右
手
に
持
ち
か
え
て
水
指

み
を
右
手
で
取
り
困

左
手
で
左
横
を
持
ち

茶
杓
を
棗
の
上
に
戻
し
囮

水
指
の
蓋
の
摘

り
で
軽
く
、
心
し
て
打
ち
ま
す
囲
。

て
持
ち
か
え

位
遐
に
匿
き

紙
で
清
め
て

を
指
先
で
清
め
田

そ
の
指
先
を
懐
中
の
陳

あ
ず
け
て
、
棗
の
口
の
か
き
出
し
た
と
こ
ろ

茶
杓
で
か
き
出
し
ま
す
國
。

茶
杓
を
茶
碗
に

杓
ほ
ど
す
く
っ

て
茶
碗
に
入
れ
函

あ
と
は

そ
の
蓋
を
右
膝
前
に
遐
い
て
國

濃
茶
を
三

取
つ
て
囲
、
茶
碗
の
左
横
で
棗
の
蓋
を
取
り
、

つ
ぎ
に
茶
杓
を
右
手
で
取
り
、
棗
を
左
手
で

茶
を
捌
い
て
、

茶
碗
の
口
造

茶
杓
を
右
手
で
取
り
、
扱
つ

棗
の
蓋
を
閉
め
、

棗
を
元
の

囮
濃
茶
を
三
杓
ほ
ど
す
く
っ

て
茶
碗
に
入
れ

函
右
手
に
茶
杓
を
持
ち
、
左
手
で
棗
を
取
る

國
あ
と
は
茶
杓
で
か
き
出
す

田
棗
の
蓋
を
取
り
、

右
膝
前
に
假
く



田
棗
の
口
を
指
先
で
清
め
る

困
水
指
の
蓋
の
摘
み
を
右
手
で
取
り

囹
左
手
で
左
横
を
持
ち

圜
茶
を
捌
き
、
茶
杓
を
口
造
り
で
軽
く
打
つ

囹
右
手
で
水
指
の
左
側
に
立
て
か
け
る

圃
茶
杓
を
棗
の
L
に
尻
す



と
、
連
客
一
同
は
総
礼
を
し
ま
す
囮
。

座
り
、
茶
碗
を
縁
内
、
次
客
と
の
問
に
置
く

を
添
え
て
持
ち
、
自
席
に
左
足
か
ら
入
つ
て

手
で
茶
碗
を
取
り
団

左
掌
に
の
せ
て
右
手

て
圃
立
ち
、

茶
碗
を
取
り
に
出
て
座
り
、

右

正
客
は
茶
碗
が
出
さ
れ
る
と
、

右
膝
を
立
て

し
て
、
定
座
に
出
し
ま
す
囹
。

を
右
手
で
取
つ

て
左
掌
に
の
せ
、

正
面
を
正

げ
、
茶
筅
を
棗
の
右
に
置
き
合
わ
せ
、
茶
碗

置
き
ま
す
。
茶
筅
を
取
つ
て
濃
茶
を
練
り
上

囹

残
り
を
釜
に
戻
し
て
、
置
柄
杓
で
釜
に

先
に
湯
を
そ
そ
ぐ
よ
う
に
し
て
茶
碗
に
入
れ

汲
ん
で
、

左
手
で
茶
筅
を
持
ち
、

茶
筅
の
穂

田
、
茶
碗
に
茶
筅
を
あ
ず
け
た
ま
ま
、
湯
を

汝
き
ま
す
困
。
茶
筅
を
取
つ
て
濃
茶
を
練
り

り
を
釜
に
戻
し
て
、
柄
杓
を
切
柄
杓
で
釜
に

田
、
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
適
量
入
れ
困
、
残

り
、
扱
つ
て
水
を
汲
み
困
、
釜
に
一杓
入
れ

つ
づ
い
て
、

釜
の
上
の
柄
杓
を
取
柄
杓
で
取

囹
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
適
量
入
れ
る

困
柄
杓
を
取
り
、

扱
つ
て
水
を
汲
み

田
柄
杓
を
切
柄
杓
で
釜
に
置
く

田
釜
に
一杓
入
れ
る



ヒ事式の解説令茶カブキ之式・風炉(ニ)
國
正
客
は
右
膝
を
立
て
て
立
つ

田
茶
筅
を
取
り
、
濃
茶
を
練
る

団
茶
碗
を
取
り
、
左
掌
に
の
せ
て
自
席
に
戻
る
囮
茶
碗
が
縁
内
に
置
か
れ
る
と
連
客
は

囹
茶
碗
の
正
面
を
正
し
て
定
座
に
出
す



と
き
で
す
。

一
服
目
、
本
茶
三
服
目
(
白
湯
の
場
合
も
)

の

合
い
で
返
す
の
は
、
試
み
茶
一服
目
、
本
茶

茶
碗
の
拝
見
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

茶
碗
を
出

「
お
先
に
」
は
各
服
ご
と
に
い
た
し
ま
す
。

啜
で
次
客
は
三
客
に
次
礼
を
す
る
よ
う
に

つ
ぎ
れ
い

き
に
は
、
試
み
茶
、
本
茶
と
も
に
正
客
の

一

連
客
の
動
作
は
、
ま
ず
濃
茶
を
い
た
だ
く
と

出
合
い
で
返
さ
れ
る
の
を
待
ち
ま
す
。

茶
杓
を
取
り
、

棗
の
上
に
の
せ
國
、

茶
碗
が

田
、
先
の
棗
の
あ
と
に
置
き
、

水
指
の
上
の

の
手
で
左
側
の
試
み
茶
(
上
林
)

の
棗
を
取
b

棚
の
上
、

茶
カ
ブ
キ
盆
の
右
に
戻
し
國

そ

田
)
の
棗
を
右
手
で
取
つ

て

元
の
よ
う
に

し
て
固
、
棚
前
に
あ
る

一服
目
の
試
み
茶
(
竹

ー
ー
ー
)
ろ

茶
杓
を
取
り
、

水
指
の
上
、
右
側
に
仮
置
き

苧
主
は
服
加
減
を
う
か
が
う
と
、
棗
の
上
の

を
拭
き
清
め
て
、
次
客
に
茶
碗
を
送
り
ま
す
。

囲
。
正
客
は
喫
み
終
わ
る
と
茶
碗
の
喫
み
ロ

加
減
を
た
ず
ね
、
正
客
は
こ
れ
を
受
け
ま
す

正
客
が
濃
茶
を

啜
す
る
と
囲
、
亭
主
は
服

函
茶
杓
を
水
指
の
上
、

右
側
に
仮
置
き
す
る

困
正
客
は
濃
茶
を

一啜
し
、
次
客
は
次
礼
す
る

國
試
み
茶

囲
亭
主
は
正
客
に
服
加
減
を
た
ず
ね
る

服
目
(
竹
田
)
の
棗
を
盆
に
戻
す

80



七事式の解説令茶カブキ之式 ・風炉(ニ)
圃
末
客
の
四
客
ま
で
順
に
濃
茶
を
喫
む

て
正
客
に
渡
し
圃

正
客
と
の
出
合
い
で
、

茶
碗
の
正
面
を
正
し

の
正
面
を
正
し
て
、

茶
碗
を
持
つ

て
立
ち

四
客
は
茶
碗
の
喫
み
口
を
拭
き
清
め
、

茶
碗

茶
碗
の
拝
見
を
請
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

膝
前
に
置
き
ま
す
囲
。
こ
の
と
き

客
の
四
客
は
茶
を
喫
み
終
わ
る
と

こ
う
し
て
客
は
順
に
茶
を
い
た
だ
き
圉
、

末

自
席
に
戻
り
ま
す
。 茶

碗
を

正
客
は

國
喫
み
終
わ
る
と

函
左
の
試
み
茶
(
上
林
)
の
棗
を
盆
か
ら
取
る

団
正
客
と
の
出
合
い
で
、
茶
碗
を
正
客
に
渡
す



碗
を
拭
き
清
め
國
、
茶
巾
を
元
に
.
昃
し
ま
す
。

湯
を
建
水
に
あ
け
て
國
、

茶
巾
を
取
り
、

茶

二
度
H
の
湯
で
茶
碗
を
こ
す
す
ぎ
し
て
田
、

度
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
入
れ
ま
す
匪
。

,
し
の

あ
け
て
固

茶
碗
を
膝
前
に
置
き

亭
主
は
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
入
れ

を
し
ま
す
團

た
茶
碗
を
膝
前
に
取
り
込
み
困
、

主
客
総
礼

し
臣

自
席
に
戻
り
ま
す
。

亭
主
は
返
さ
れ

正
客
は
茶
碗
の
正
面
を
正
し
て
、

定
座
に
返

建
水
に

も
う
一

區
亭
主
は
茶
碗
を
膝
前
に
取
り
込
む

田
正
客
は
茶
碗
の
正
面
を
正
し
、
定
座
に
返
す

圉
主
客
総
礼
を
す
る



圉
亭
主
は
湯
を
茶
碗
に
入
れ
、
建
水
に
あ
け
る

茶
碗
の
湯
を
建
水
に
あ
け
る

圍
茶
巾
を
取
り
、
茶
碗
を
拭
き
清
め
る

國
も
う
一度
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
入
れ
る

田
茶
碗
を
-
し
す
す
ぎ
す
る



め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

試
み
茶
の
一

服
目
と
本
茶
の
棗
は
帛
紗
で
清

棗
、
茶
杓
と
元
の
位
汝
に
一
次
し
ま
す
。な
お

の
試
み
茶
と
同
様
に
茶
を
茶
碗
に
入
れ
目
、

棗
の
蓋
を
取
つ
て
右
膝
前
に
妣
き
、
一服
=

亭
主
は
右
手
で
茶
杓
、
左
手
で
棗
と
取
り
目

前
号
ま
で

す
す
ぎ
、
茶
巾
で
拭
き
清
め
て
、

茶
巾
を
釜
の
蓋
に
戻
し
ま
す
。

試
み
茶
の

服
=
の
茶
碗
が
戻
る
と

目
亭
主
は
茶
杓

主
は
湯
で
二
度
茶
碗
を

棗
と
取
る

全
六
回
.
次
号
予
定
は

「
茶
カ
ブ
キ
之
式
.

風
炉
側
」

6

目
試
み
茶
二
服
目
の
茶
を
茶
碗
に
入
れ
る

-
*修
-千
宗
室



の
上
で
絞
り
ま
す
囲

広
げ
回
、
そ
れ
を
四
つ
折
り
に
し
て
、

建
水

し
て
の
せ
、

両
手
で
茶
巾
の
端
を
取
つ

て

か
ら
茶
巾
を
取
り
固
、
左
掌
指
先
に
打
ち
返

亭
主
は
服
加
減
を
た
ず
ね
る
と
、

釜
の
蓋
上

次
礼
を
し
て
順
次
い
た
だ
き
ま
す
目
。

れ
を
受
け
ま
す
目
。

試
み
茶
の
.
一
服
目
は

客
の
一啜
で
服
加
減
を
た
ず
ね
正
客
は
こ

し
て
目
、

茶
を
い
た
だ
き
ま
す
。

亭
主
は
正

り
、
次
客
と
の
間
に
茶
碗
を
置
き
、
次
礼
を

つ
ぎ
れ
い

正
客
は
茶
碗
を
取
り
に
出
て
目
、自
席
に
戻

す 目
、
茶
碗
の
正
面
を
正
し
て
定
座
に
出
し
ま

亭
主
は
茶
碗
に
湯
を
入
れ
目

濃
茶
を
練
り

目
茶
碗
の
正
而
を
正
し
て
定
座
に
出
す

目
茶
碗
に
湯
を
入
れ
る

目
正
客
は
茶
碗
を
取
り
に
出
る

日
濃
茶
を
練
る



七事式の解説令茶カブキ之式 ・風炉(三)

回
亭
主
は
釜
の
蓋
上
か
ら
茶
巾
を
取
る

目
亭
主
は
正
客
に
服
加
減
を
た
ず
ね
る

囲
四
つ
折
り
に
し
て
建
水
の
上
で
絞
る

目
順
次
、
試
み
茶
.
一
服
目
の
茶
を
い
た
だ
く



す 左
親
指
を
抜
い
て
、

釜
の
蓋
の
L
に
戻
し
ま

三
分
の

一折
つ

て
囲
、
茶
巾
を
右
手
に
持
ち
、

折
つ

て
囹
四
つ
折
り
に
し
困
、

敏
後
に
右
を

を
そ
ろ
え
て
張
り
囹

さ
ら
に
下
ヘ
ニ
つ
に

指
で
中
ほ
ど
を
持
つ
て
半
分
に
折
り
田

端

て
茶
巾
を
縦
に
し
、
左
手
の
親
指
と
人
差
し

て
三
つ
折
り
に
し
ま
す
囹
。

右
手
を
上
に
し

向
こ
う
へ
折
り
囹
、

さ
ら
に
向
こ
う
へ
折
つ

上
の
ほ
う
を
持
ち
旧
上
か
ら
三
分
の
一を

い
う
)
を
持
つ
て
左
右
に
広
げ
囹
、
両
手
で

つ
づ

い
て
、

絞
つ

た
茶
巾
の
両
角
(
耳
と
も

固
上
か
ら
三
分
の
一を
向
こ
う
へ
折
り

囿
茶
巾
の
両
角
を
持
つ

て
左
右
に
広
げ
る

囹
さ
ら
に
向
こ
う
へ
折
り
、
ー
二
つ
折
り
に
す
る

囚
し
わ
を
の
ば
し
て
、

上
の
ほ
う
を
持
ち
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七事式の解説令茶カブキ之式・風炉(三)
困
四
つ
折
り
に
す
る

旧
茶
巾
を
半
分
に
折
り

囲
右
を
.
.
一
分
の
一
折
る

囹
端
を
そ
ろ
え
て
張
る

囲
茶
巾
を
右
手
で
釜
の
蓋
の
L
に
尻
す

囿

さ
ら
に
ド
ヘ

ニ
つ
に
折
り



ま
す
田
。

横
左
手
真
横
と
持
つ
て
囲

回
し
、
本
茶
の
棗
を
正
面
に
し
て
、

右
手
真

右
手
向
こ
う
角
、
左
手
手
前
角
と
持
つ
て
圃

手
手
前
角
と
持
つ

て
困
回
し
困
、
も
う
一度

盆
を
取
り
田

正
面
で
右
手
向
,
し
う
角
、
左

困
。

つ
づ
い
て
棚
正
而
に
寄
り
、

両
手
で
長

服
目
の
棗
を
長
盆
の
元
の
位
置
に
戻
し
ま
す

上
、
右
側
に
仮
置
き
し
て
困
、

試
み
茶
の
ニ

屑
に
仮
置
き
し
困

つ
ぎ
に
茶
杓
を
水
指
の

甼
主
は
こ
れ
を
受
け
て
、

茶
筅
を
建
水
の
右

は
「
ご
本
茶
を
」
と
所
望
し
ま
す
。

蓋
に
置
い
て
帛
紗
を
腰
に
つ
け
る
と
、

正
客

で
釜
の
蓋
を
取
つ
た
と
き
は
、

茶
巾
を
釜
の

蓋
の
摘
み
が
南
鐐

ま
た
共
蓋
で
帛
紗
扱
い

つ
ま

な
ん
り
よ
う

し
ま
す
困
。
女
子
、
ま
た
は
男
子
で
も
釜
の

こ
の
と
き
、

正
客
は

「
ご
本
茶
を
」

と
所
挈

ほ
ん
ち
や

棚
上
に
戻
し

函
茶
杓
を
水
指
の
上
、

右
側
に
仮
遒
き
す
る

困
正
客
は

「
ご
本
茶
を
」
と
所
望
す
る

困
試
み
茶
の
二
服
目
の
棗
を
長
盆
に
戻
す

困
亭
主
は
茶
筅
を
建
水
右
一
屓
に
仮
置
き
す
る



七事式の解説令茶カブキ之式・風炉(三)

つ

田
棚
正
面
に
寄
り
、

度
角
を
持
つ

て
両
手
で
長
盆
を
取
る

回
し

圜
右
手
向
こ
う
角
、
左
手
手
前
角
と
持
つ
て

右
手
真
横
、
左
手
真
横
と
持
つ

田
長
盆
を
棚
上
に
戻
す



つ
あ
け
て
置
き
ま
す
田
.

の
せ
て
困
挟
み
囹
、

右
膝
頭
、

縁
内
畳
目
五

取
り
、
八
つ
折
り
の
帛
紗
を
一
つ
広
げ
て
、

各
々
正
客
と
同
じ
よ
う
に
自
分
の
名
乗
紙
を

み
終
わ
る
と
次
客
以
下
も
次
礼
を
し
て
囲
、

試
み
茶
の
二
服
目
が
順
次
喫
み
回
さ
れ
、

喫

畳
H
五
つ
あ
け
て
置
き
ま
す
。

に
自
分
の
名
乗
紙
を
挟
み
、

右
膝
頭
、
縁
内

紗
を
取
り
出
し
て
左
掌
に
の
せ
、

そ
の
帛
紗

は
次
客
に
縁
内
で
送
り
、
懐
中
し
て
い
る
帛

の
自
分
の
名
乗
紙
を
取
り
、
あ
と
の
名
乗
紙

綴
じ
て
い
る
こ
よ
り
を
ゆ
る
め
て
、
一番
上

の
せ
て
あ
る
名
乗
紙
を
取
り
國
、名
乗
紙
を

な
の
り
が
み

先
に
」
と
次
礼
を
し
て
田
、
心
拊
掀
の
上
に

正
客
は
本
茶
の
所
望
を
す
る
と
、
次
客
に
「
お

の
を
待
ち
ま
す
。

右
に
置
き
合
わ
せ
て
囮
、
茶
碗
が
返
さ
れ
る

て
棗
に
の
せ
函

建
水
右
一
屑
の
茶
筅
を
棗
の

お
ろ
し
て
置
き
田

水
指
上
の
茶
杓
を
取
つ

右
端
の
棗
を
取
り
困

棚
の
中
心
左
寄
り
に

亭
主
は
居
前
に
戻
つ
て
、

長
盆
か
ら
本
茶
の

囮
水
指
上
の
茶
杓
を
取
り
、

棗
に
の
せ
る

困
点
前
座
に
戻
り
、
本
茶
右
端
の
棗
を
取
る

田
茶
筅
を
棗
の
右
に
置
き
合
わ
せ
る

田
棚
の
中
心
左
寄
り
に
澱
く
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七事式の解説令茶カブキ之弍 風炉(三)
困
自
分
の
名
乗
紙
を
取
り
、帛
紗
に
の
せ
て

囮
正
客
は
次
客
に
「
お
先
に
」と
次
礼
を
す
る

膝
頭

客
は
.
-
客
に
次
礼
を
す
る

縁
内
畳
目
五
つ
あ
け
て
置
く



わ
る
と
奉
書
を
ニ
つ
に
折
り
ま
す
田
。

に
一
字
ず
つ
下
げ
て
三
行
に
書
き
、

書
き
終

銘
を
初
昔
、
後
昔
、
客
と
行
を
か
え
る
ご
と

下
段
に
戻
り
、
次
の
行
に
小
さ
め
の
字
で
茶

す
べ
て
大
き
く
書
き
ま
す
。

そ
し
て
題
字
の

則
を
書
き
ま
す
団
。

な
お
、
名
前
の
文
字
は

に
「
執
筆
」
と
書
い
て
、
下
に
執
筆
者
の
名

書
き
、
そ
の
下
に
亭
主
の
名
前
を
、

そ
の
横

所
を
書
き
、
次
の
行
の
下
段
に

「
点
茶
」
と

あ
と
に
そ
の
式
が
行
わ
れ
た
年
月
日
國

場

則
を
正
客
か
ら
順
に
並
べ
て
書
き
、

名
前
の

執
筆
者
は
、
つ
づ
い
て
上
の
方
に
連
客
の
名

四
客
は
茶
碗
を
定
座
に
返
し
ま
す
囹
。

そ
の
間
に
二
服
H
の
試
み
茶
を
い
た
だ
い
た

之
記
」
と
題
字
を
書
き
ま
す
囹
。

田

す
り
終
わ
る
と
、
奉
書
に
「
茶
カ
フ
キ

ら
左
へ
広
げ
ま
す
コ
。

執
筆
者
は
墨
を
す
り

左
横
に
赦
き
国

二
つ
折
り
の
奉
書
を
右
か

の
右
横
に
お
ろ
し
幽

蓋
を
取
つ

て
文
台
の

奉
書
の
上
の
硯
箱
を
両
手
で
持
ち
囹

文
台

執
筆
者
は
、
正
客
の
本
茶
所
望
の
挨
拶
で

困
蓋
を
取
つ
て
文
台
の
左
横
に
戡
く

困
執
筆
者
は
、
奉
書
上
の
硯
箱
を
両
手
で
持
ち

田
文
台
の
右
横
に
お
ろ
す

一
つ
折
り
の
奉
書
を
右
か
ら
左
へ
広
げ
る



七事式の解説令茶カブキ之式 ・風炉(三)
國
連
客
の
名
前

田
墨
を
す
る

年
月
日

場
所
を
書
く

団
「
点
茶
」「
執
筆
」と
名
前
を
書
く

に
「
茶
カ
フ
キ
之
記
」

と
題
字
を
書
く

匪
茶
銘
を
書
き
終
、
兄
る
と
奉
書
を
折
る

匯
四
客
は
茶
を
い
た
だ
く
と
茶
碗
を
返
す



ち
ま
す
。

取
つ
て
田
左
掌
に
の
せ

で
越
し
て
団
、

茶
碗
の
前
に
座
り
、

右
手
で

正
客
は
右
膝
を
立
て
て
立
ち
、

畳
縁
を
右
足

碗
の
正
面
を
正
し
て
定
座
に
出
し
ま
す
圃

濃
茶
を
練
り
ま
す
國

棗
、
茶
杓
と

兀
に
戻
し
て
國
、

湯
を
入
れ
て

棗
と
取
り
、
本
茶
の

一服
ド
の
茶
を
入
れ
函

巾
で
茶
碗
を
拭
い
て
膝
前
に
澄
き
、

茶
杓
、

に
取
り
込
ん
で
、

湯
で
二
度
す
す
ぎ
國
、

茶

点
前
座
の
亭
主
は
茶
碗
が
戻
る
と
困
、

膝
前

に
奉
書
の
上
に
硯
箱
を
置
き
國

待
ち
ま
す
。

そ
し
て
、
硯
箱
に
蓋
を
し
て
困左

膝
を
立
て
て
立

練
り
上
が
る
と
、
茶

の
よ

函
試
み
茶
二
服
目
の
茶
碗
が
四
客
か
ら
戻
る

困
硯
箱
に
蓋
を
す
る

國
茶
碗
を
湯
で
..
度
す
す
ぐ

國
元
の
よ
う
に
奉
書
の
上
に
硯
箱
を
置
く



函
本
茶
服
目
の
茶
を
茶
碗
に
入
れ
る

位
置

囲
茶
碗
の
前
に
座
り

で
取
る

圃
湯
を
入
れ
て
濃
茶
を
練
る



し 杓
を
取
り
、
棗
の
上
に
戻
し
て
入
れ
替
え
を

あ
と
、
茶
筅
の
左
に
陞
き
困
、

水
指
上
の
茶

二
服
H
の
棗
を
取
つ

て
國
、

で
取
り
、
長
盆
の
上
、
元
の
位
置
に
戻
し
田
、

仮
假
き
し
て
田
、

本
茶
一服
H
の
棗
を
右
手

と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
茶
杓
を
水
指
の
上
に

亭
主
は
服
加
減
を
た
ず
ね
る
と
、

試
み
茶
の

正 旱
主
は
正
客
の
一啜
で
、
服
加
減
を
た
ず
ね

目
で
す
か
ら
、
連
客
総
礼
を
し
ま
す
國
。

茶
碗
を
次
客
と
の
間
に
置
き
、

本
茶
の
一服

正
客
は
H
席
に
左
足
か
ら
入
つ

て
函
座
り

茶
碗
が
戻
る
の
を
待
ち
ま
す
。

客
は
受
け
礼
を
し
ま
す
匪
。

一服
目
の
棗
の

困
正
客
は
自
席
に
左
足
か
ら
入
る

團
茶
碗
を
次
客
と
の
間
に
置
き
連
客
総
礼



七事式の解説令茶カブキ之式・風炉(三)
固
亭
主
は
正
客
に
服
加
減
を
た
ず
ね
る

一
服
目
の
棗
を
取
つ

て

囮
茶
杓
を
水
指
の
上
に
仮
置
き
す
る

服
目
の
棗
の
あ
と
、

茶
筅
の
左
に
置
く

服
目
の
棗
を
長
盆
に
戻
す

解
説
〆
業

躰

部



手
で
取
り
目

縁
外
正
面
に
置
き
ま
す
目

茶
碗
を
手
渡
し
で
送
り
ま
す

服
目
の
棗
の
あ
と
に
.

一
服
目
の
棗
を
置
い
て
、

茶
碗
が
戻
る
の
を
待
ち
ま
す

正
客
は

「
-」
の
大
折
据
を
両
手
で
取
り

正
客
は
取
り
に
出
て

連
客
総
礼
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

亭
主
は

全
六
回

.
次
号
予
定
は

「
茶
カ
ブ
キ
之
式
.

風
炉
田
」

目
縁
外
正
面
に
置
く



つ
ひ
ね
り
、
大
折
据
を
開
い
て

す
。
名
乗
紙
を
同
様
に
四
つ
折
り
に
し
て

一

師
の
名
乗
紙
を
取
り
、
帛
紗
を
元
に
戻
し
ま

い
た
だ
い
た
本
茶
一服
H
の
こ
れ
と
思
う
茶

取
り
、
帛
紗
に
挟
ん
だ
名
乗
紙
を
取
つ
て
、

据
を
縁
外
正
面
に
直
し
、
右
膝
頭
の
帛
紗
を

に
茶
碗
を
送
り

正
客
か
ら
送
ら
れ
た
大
折

次
客
も
本
茶
の

一服
H
を
い
た
だ
い
て
三
客

手
で
持
ち
、
次
客
に
縁
外
で
送
り
ま
す
。

目

名
乗
紙
を
中
に
入
れ
目

大
折
据
を
両

外
正
面
の
「
こ
の
大
折
据
を
両
手
で
開
き

ニ
つ
に
折
り
、

さ
ら
に
縦
に
一

.つ
に
折
つ
て

膝
頭
に
渡
き
ま
す
。
切
り
離
し
た
名
乗
紙
を

紗
に
一
灰
し
て
た
た
み
、
帛
紗
を
.
兀
の
縁
内
右

切
り
離
し
目
、
残
り
の
茶
師
の
名
乗
紙
を
帛

と
思
う
茶
師
の
名
が
書
い
て
あ
る
名
乗
紙
を

一服
H
が
何
で
あ
る
か
を
吟
味
し
て
、こ
れ

紙
を
出
し
て
目
、

今
、
い
た
だ
い
た
本
茶
の

を
取
り
、
左
掌
に
の
せ
て
開
き
、

中
の
名
乗

な
の
り

正
客
は
縁
内
右
膝
頭
畳
H
五
つ
に
あ
る
帛
紗

一
つ
ひ
ね
り
目

に
ぎ
り
込
ん
で
、

縁

名
乗
紙
を

目
名
乗
紙
を
四
つ
折
り
に
す
る

目
帛
紗
か
ら
名
乗
紙
を
出
す

目
一
つ
ひ
ね
る

日
一服
=
の
茶
師
の
名
乗
紙
を
切
り
離
す



七事式の解説令茶カブキ之式 ・風炉(四)

目
次
客
も
名
乗
紙
を
大
折
据
に
入
れ
る

し
渡 の

出
合
い
で
茶
碗
の
正
面
を
正
し
て
正
客
に

茶
碗
の
喫
み
口
を
拭
き
清
め
る
と
、

正
客
と

末
客
の
四
客
は
本
茶

-服
目
を
い
た
だ
き

折
据
に
入
れ
て
四
客
に
送
り
ま
す
旧
.

に
送
り
ま
す
。
一
-客
も
同
様
に
名
乗
紙
を
大

人
れ
目

大
折
据
を
両
手
で
持
つ

て
、
ー
ー
.
客

自
席
に
戻
り
ま
す
。

回
一
-客
も
名
乗
紙
を
入
れ

日
大
折
据
を
両
手
で
開
く

回
四
客
は
茶
碗
の
正
面
を
正
し
、
正
客
に
渡
す

目
名
乗
紙
を
大
折
据
の
中
に
入
れ
る



つ

て
回
し

を
両
手
で
取
り
、

右
向
こ
う
、
左
手
前
と
持

ひ
ね
り
囿
、
大
折
据
に
入
れ
て
困
、

大
折
据

田

さ
ら
に
縦
に
ニ
つ
に
折
つ
て
囹

そ
の
名
乗
紙
を
切
り
離
し
、

ニ
つ
に
折
り
囹

紙
を
取
り
、
こ
れ
と
思
う
茶
師
を
選
ん
で
、

固

同
じ
よ
う
に
帛
紗
を
取
つて
中
の
名
乗

い
た

「
一
」

の
大
折
据
を
縁
外
正
面
に
直
し

四
客
は
総
礼
の
あ
と
、
三
客
か
ら
送
ら
れ
て

総
礼
と
な
り
ま
す
旧
。

の
と
き
客
座
の
四
人
も
一礼
を
し
、
主
客

り
、
膝
前
に
置
い
て
一礼
を
し
ま
す
因
。
こ

亭
主
は
正
客
が
自
席
に
戻
る
と
、

茶
碗
を
取

に
返
し
囲

自
席
に
戻
り
ま
す
。

正
客
も
そ
の
茶
碗
の
正
面
を
正
し
て

正
而
を
正
し
ま
す
。

定
座

固
亭
主
は
茶
碗
を
膝
前
に
置
き
、
一礼
を
す
る

回
正
客
も
茶
碗
の
正
面
を
正
し
、
定
座
に
返
す

田
客
座
の
四
人
も

礼
し
、
主
客
総
礼
と
な
る

76



四
客
は
大
折
据
を
取
り
、
縁
外
正
面
に
直
す

帛
紗
か
ら
名
乗
紙
を
取
り

つ
ひ
ね
っ

て

一
れ
と
思
う
茶
師
を
選
ん
で
切
り
離
し

困
大
折
据
に
入
れ
る

つ
に
折
る



の
蓋
の
上
に
の
せ
て
お
き
ま
す
國
。

紙
を
出
し
函

大
折
据
を
両
手
で
左
の
硯
箱

の
上
で
開
き
困
、

さ
か
さ
に
し
て
中
の
名
乗

執
筆
者
は
大
折
据
を
両
手
で
持
つ
て
、

奉
圭
a

膝
を
立
て
て
困
立
ち
、
自
席
に
戻
り
ま
す
。

大
折
据
を
文
台
の
右
手
前
に
の
せ
て
図

左

執
筆
者
の
正
面
に
進
ん
で
座
り
、
「
一」
の

立
て
て
囲
立
ち
、
畳
縁
を
右
足
で
越
し
て
困

四
客
は
大
折
据
の
正
面
を
正
す
と
、

右
膝
を

ま
す
。

つ
折
り
の
奉
書
を
文
台
の
上
に
広
げ
て
待
ち

囲

蓋
を
取
つ

て
文
台
の
左
横
に
置
き
、

ニ

執
筆
者
は
硯
箱
を
文
台
の
右
横
に
お
ろ
し

尚
ん
だ
い

四
客
が
大
折
据
の
正
面
を
正
し
て
い
る
頃

國
執
筆
者
は
硯
箱
を
文
台
の
右
横
に
お
ろ
す

困
四
客
は
大
折
据
を
持
ち

右
膝
か
ら
立
つ



七事式の解説令茶カブキ之式・風炉(四)

田
さ
か
さ
に
し
て
中
の
名
乗
紙
を
出
す

囲
大
折
据
を
文
台
の
右
手
前
に
の
せ
る

國
大
折
据
を
硯
箱
の
蓋
上
に
の
せ
て
お
く

函
左
膝
を
立
て
て
立
ち
、

H
席
に
尻
る

79



待
ち
ま
す
。

箱
に
蓋
を
し
田

奉
書
の
上
に
の
せ
て
田

据
を
の
せ
た
ま
ま
硯
箱
の
蓋
を
持
つ
て
、

硯

文
台
の
上
の
奉
書
を
ニ
つ
に
折
り
圉

大
折

入
れ
て
函
、
大
折
据
を
閉
じ
ま
す
。

そ
し
て

据
を
そ
の
ま
ま
の
位
置
で
開
き
、

名
乗
紙
を

て 乗
紙
を
取
り
、
左
掌
に
四
枚
重
ね
田
、
折
つ

茶
師
の
名
を
書
き
終
わ
る
と
、
執
筆
者
は
名

一服
目
の
茶
師
の
名
を
書
き
入
れ
ま
す
囲
。

取
つ
て
、

名
前
の
下
に
連
客
が
選
ん
だ
本
茶

そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
上
に
置
き
困
囲
、

筆
を

つ
づ
い
て
奉
書
の
上
の
名
乗
紙
を
開
い
て

一
つ
ひ
ね
り
囲

硯
箱
蓋
上
の
大
折

囹
連
客
の
名
前
の
下
に
茶
師
の
名
を
書
く

囹
田
奉
書
の
上
に
あ
る
名
乗
紙
を
開
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
上
に
置
く

田
名
乗
紙
を
取
り
、

左
掌
に
四
枚
重
ね
る

8の



七事式の解説令茶カブキ之式 . 風炉(四)
國
文
台
の
上
の
奉
書
を
つ
に
折
る

田
大
折
据
を
の
せ
た
ま
ま
硯
箱
に
蓋
を
す
る

囮
一
つ
ひ
ね
る

國
硯
箱
を
奉
書
の
L
に
の
せ
る

電
大
折
据
を
開
き
、

名
乗
紙
を
入
れ



に
戻
し
ま
す
。

せ
、
茶
杓
を
取
り
、

茶
を
さ
ば
い
て
棗
の
上

棗
に
蓋
を
し
て
棚
前
の
茶
筅
と
置
き
合
わ

め
囹
そ
の
指
先
を
懐
中
の
壊
紙
で
清
め
て
、

け
、
棗
の
か
き
出
し
た
と
こ
ろ
を
指
先
で
清

茶
碗
に
入
れ
ま
す
田
。
茶
杓
を
茶
碗
に
あ
ず

茶
碗
に
入
れ
函
、
残
り
の
茶
を
か
き
出
し
て

右
膝
前
に
置
き
囹

濃
茶
を
三
杓
す
く
っ
て

本
茶
二
服
目
の
棗
を
左
手
で
取
つ

て
、
蓋
を

蓋
上
に
置
き
ま
す
。

右
手
で
茶
杓
を
取
り
、

茶
巾
で
茶
碗
を
拭
き
清
め
幽
、

茶
巾
を
釜
の

れ
回

こ
す
す
ぎ
を
し
て
田

湯
を
あ
け
困

あ
け
て
困
、
も
う
一度
湯
を
汲
み
茶
碗
に
天

茶
碗
に
湯
を
汲
ん
で
入
れ
囲
、
湯
を
建
水
に

亭
主
は
そ
の
間

返
さ
れ
た
本
茶

一
服
目
の

つ

囲
亭
主
は
茶
碗
に
湯
を
入
れ
る

度
湯
を
汲
み
茶
碗
に
入
れ
る

田
こ
す
す
ぎ
を
す
る

囹
茶
碗
の
湯
を
建
水
に
あ
け
る



匡
湯
を
建
水
に
あ
け
る

濃
茶
を
.
一
杓
す
く
って
茶
碗
に
入
れ

田
残
り
の
茶
を
か
き
出
し
て
茶
碗
に
入
れ
る

田
茶
巾
で
茶
碗
を
拭
き
清
め
る

囹
か
き
出
し
た
と
こ
ろ
を
指
先
で
清
め
る

囹
本
茶
一
服
目
の
棗
の
蓋
を
右
膝
前
に
置
く



客
に
「
お
先
に
」
と
次
礼
を
し
ま
す
國
。

と
、
正
客
は
こ
れ
を
受
け
ま
す
。

次
客
は
三

亭
主
は
正
客
の

ーロ
で
服
加
減
を
た
ず
ね
る

た
だ
き
ま
す
囲
。

茶
碗
を
置
き
、
次
礼
を
し
て
國

濃
茶
を
い

つ
ぎ
れ
い

函

自
席
に
戻
り
、

次
客
と
の
間
、
縁
内
に

正
客
は
本
茶
二
服
目
の
茶
碗
を
取
り
に
出
て

本
茶
の
二
服
目
を
定
座
に
出
し
ま
す
団

取
つ

て
左
掌
に
の
せ
、

正
而
を
正
し
て
圉

筅
を
棗
と
置
き
合
わ
せ
田

右
手
で
茶
碗
を

柄
杓
を
釜
に
あ
ず
け
て
、

練
り
返
し
て
、

茶

の
穂
先
に
注
ぐ
よ
う
に
し
て
湯
を
入
れ
団
、

湯
を
汲
ん
で
、

茶
筅
を
左
手
に
持
ち
、

茶
筅

を
練
り
國
、
茶
筅
を
茶
碗
の
左
に
あ
ず
け
て
、

デ
主
は
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
入
れ
囹

濃
茶

団
茶
筅
の
穂
先
に
注
ぐ
よ
う
に
湯
を
入
れ
る

囹
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
入
れ
る

囲
練
り
返
し
、
茶
筅
を
棗
と
妣
き
合
わ
せ
る

圃
濃
茶
を
練
る



囲
茶
碗
を
左
掌
に
の
せ
、

正
面
を
正
す

田
濃
茶
を
い
た
だ
く

団
本
茶
.
一
服
目
の
茶
碗
を
定
座
に
出
す

圃
正
客
は
挨
拶
を
受
け
、
次
客
は
.
.
一
客
に
次
礼

函
正
客
は
茶
碗
を
取
り
に
出
る



入
れ
ま
す
田

て
、
一
つ
ひ
ね
り
國
、

の
名
乗
紙
を
切
り
離
し
田

茶
二
服
目
の
-
し
れ
と
思
う
茶
師
を
選
ん
で
そ

取
り
、
挟
ん
で
あ
る
名
乗
紙
を
取
つ

て
、
本

何
で
あ
る
か
を
判
断
し
、
右
膝
頭
の
帛
紗
を

縁
外
正
面
に
置
き
ま
す
。

本
茶
の
.
一
服
目
が

あ
る

「
ニ
」
の
大
折
据
を
両
手
で
取
り
團
、

次
客
に
茶
碗
を
手
渡
し
で
送
る
と
、

上
座
に

正
客
は
本
茶
二
服
H
の
濃
茶
を
い
た
だ
き

茶
杓
を
棗
の
L
に
置
き
ま
す
圉
。

本
茶
三
服
目
の
棗
を
お
ろ
し
囲

水
指
上
の

服
目
の
棗
を
長
盆
の
元
の
位
置
に
戻
し
団

り
圃
、
水
指
上
に
仮
置
き
し
て
國
、

本
茶
二

亭
主
は
本
茶
一
服
目
の
棗
の
上
の
茶
杓
を
取

の
大
折
据
に

四
つ
折
り
に
し

団
本
茶
二
服
目
の
棗
を
長
盆
に
昃
す

圃
亭
主
は
棗
の
上
か
ら
茶
杓
を
取
る

田
本
茶
三
服
目
の
棗
を
長
盆
か
ら
お
ろ
す

國
水
指
の
上
に
仮
置
き
す
る



七事式の解説令茶カブキ之式・風炉(四)

四
つ
折

に
し
て

困
水
指
上
の
茶
杓
を
棗
の
L
に
置
く

一
つ
ひ
ね
る

田
大
折
据
に
入
れ
る

圃
正
客
は

「
..
」の
大
折
据
を
両
手
で
取
る

固
本
茶
.
.
服
目
の
茶
師
の
名
乗
紙
を
選
ぶ

説
ノ



} 茶式
の

亟杏:
カ、

{〃
の
し

帛
紗
を
懐
中
し
ま
す
。

大
折
据
に
入
れ
、

大
折
据
を
次
客
に
送
り

し
て
目
ひ
ね
り
、
に
ぎ
り
込
ん
で
「
.
.
一
」
の

残
つ
た
名
乗
紙
を
取
り
出
し
、

四
つ
折
り
に

な
の
り
か
み

H
五
つ
に
置
か
れ
て
い
る
帛
紗
を
取
つ

て
、

ま
な
く
て
も
分
か
り
ま
す
の
で

を
正
面
に
置
き
ま
す
目

本
茶

つ
づ

い
て
上
座
に
あ
る

「
三
」

正
客
は

「
ニ
」
の
大
折
据
を
次
客
に
送
る
と

お
お
お
り
す
え

前
号
ま
で

挟
ん
で
い
る
名
乗
紙
か
ら
本
茶
二
服
目
の
茶
師
の
名
乗
紙
を
選
び
、

「
..
」
の
大
折
据
に
入
れ
ま
す
。

正
客
は
本
茶
二
服
=
の
茶
碗
を
次
客
に
送
る
と
、

上
座
の

「
ニ
」
の
大
折
据
を
正
而
に
杙
き
、

帛
紗
に

右
膝
頭
畳

服
目
は
喫

の
大
折
据

目
正
客
は

の
大
折
据
を
正
面
に
置
く

全
六
回
.
次
号
予
定
は

「
茶
カ
ブ
キ
之
式
.

風
炉
ば
」

目
本
茶

-
*修
-千
宗
室

服
目
の
名
乗
紙
を
折
る

69



末
客
の
四
客
は
、
試
み
茶
と
同
様

ず
ね
て
お
き
ま
す
目

だ
か
ず
に
、
湯
を
所
望
す
る
か
を
連
客
に
た

て
い
る
の
で
、

そ
の
ー
ニ
服
目
の
濃
茶
を
い
た

の
を
、
す
で
に
三
服
目
は
名
乗
紙
が
決
ま
っ

客
は
本
来
な
ら
ー
ニ
服
目
の
濃
茶
を
い
た
だ
く

叫
客
が
一
.
服
H
を
い
た
だ
い
て
い
る
頃

正

名
乗
紙
を
入
れ
て
、
四
客
に
送
り
ま
す
。

を
送
る
と
、

に
置
い
て
、

三
客
も
一
.
服
目
を
い
た
だ
き

す
。
折
据
に
名
乗
紙
を
入
れ
、
三
客
へ
と
送
り
ま

す
。

つ
づ

い
て
正
客
と
同
様
に

「
ー
ニ
」
の
大

名
乗
紙
を
入
れ
目
、
三
客
に
縁
外
で
送
り
ま

て
、
ひ
ね
り
、

「
ニ
」
の
大
折
据
を
開
い
て

の
茶
師
を
選
び
、

名
乗
紙
を
四
つ
折
り
に
し

目
、
膝
前
正
面
に
置
き
ま
す
。
本
茶
二
服
=

れ
て
い
た
「
.一
」の
大
折
据
を
両
手
で
持
ち

に
茶
碗
を
手
渡
し
で
送
り
、
正
客
よ
り
送
ら

次
客
は
本
茶
.
一
服
H
を
い
た
だ
い
て

本
茶
二
服
目
の
茶
師
を
選
び

「
.一
」の
大
折
据
を
膝
前
正
面

四
客
に
茶
碗

本
茶

客

目
本
茶
二
服
H
の
名
乗
紙
を
入
れ
る

目
正
客
は
三
服
目
に
つ

い
て
連
客
に
た
ず
ね
る

70



七事式の解説令茶カブキ之式・風炉(五)
が
あ
る
と
こ
れ
を
受
け
ま
す
目
。

目
、
膝
前
に
置
き
、

正
客
よ
り

「
湯
の
所
切
ご

亭
主
は
返
さ
れ
た

席
に
戻
り
ま
す
目

止
て
て
目
立
ち
、

茶
碗
を
定
座
に
返
し

自

と
、
茶
碗
の
正
面
を
正
し
て
持
ち
、

右
膝
を

の
で
、

茶
を
い
た
だ
い
て
喫
み
口
を
清
め
る

服
目
の
茶
碗
は
出
合
い
で
返
す
こ
と
が
無
い

一
服
目
の
茶
碗
を
取
つ

て

目
亭
主
は
本
茶
二
服
目
の
茶
碗
を
取
る

目
四
客
は
茶
碗
を
持
ち
、

右
膝
か
ら
立
つ

目
正
客
か
ら
「
湯
の
所
望
」

が
あ
れ
ば
受
け
る

目
茶
碗
を
定
座
に
返
し
、自
席
に
戻
る



り
の
奉
書
を
広
げ
て
囹

を
取
つ

て
、
文
台
の
左
に
置
き
田
、

ニ
つ
折

「
一」
の
大
折
据
を
の
せ
た
ま
ま
硯
箱
の
蓋

執
筆
者
は
硯
箱
を
文
台
の
右
に
お
ろ
し
囹

叫
客
が
大
折
据
の
正
而
を
正
し
て
い
る
頃

し
ま
す0

こ
う
、
左
手
前
と
持
つ
て
回
し
、

正
面
を
正

の
大
折
据
に
重
ね
て
固
両
手
で
持
ち
、

右
向

下
座
の

「
.一
」
の
大
折
据
を
持
ち
囚
、

「
三
」

た
名
乗
紙
を
入
れ
囿

帛
紗
を
懐
中
し
て
、

「
三
」
の
大
折
据
を
正
面
に
直
し
て
回
、
残
つ

れ
、
縁
外
ド
座
に
置
き
ま
す
回
.

つ
づ
い
て

四
つ
折
り
に
し
て
ひ
ね

っ
て
大
折
据
に
入

る
名
乗
紙
か
ら
二
服
H
の
名
乗
紙
を
選
び
、

囿
正
面
に
置
き
、

帛
紗
を
取
り
、

挟
ん
で
あ

て
い
る

「
ニ
」

の
大
折
据
を
両
手
で
取
つ
て

叫
客
は
自
席
に
戻
る
と
、
三
客
か
ら
送
ら
れ

待
ち
ま
す
。

回
四
客
は

の
大
折
据
を
両
手
で
取
る

囲
「
三
」
の
大
折
据
を
正
面
に
直
す

回
名
乗
紙
を
入
れ
、

縁
外
下
座
に
假
く



囹
名
乗
紙
を
大
折
据
に
入
れ
る

旧
硯
箱
の
蓋
を
取
り
、

文
台
の
左
に
置
く

田
ド
座
に
あ
る
「
..
」の
大
折
据
を
持
ち

囹 : 囿
一つ
折
り
の
奉
書
を
広
げ
て
待
つ

の
大
折
据
に
重
ね
る



紙
を
取
り
、

重
ね
て
折
り
、

ひ
ね
っ

て
困

だ
茶
師
の
名
を
書
き
入
れ
囲

四
人
の
名
乗

取
り
、
名
前
の
下
、
二
段
目
に
連
客
が
選
ん

そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
上
に
置
き
囲
困
、

筆
を

大
折
据
の
上
に
重
ね
國

名
乗
紙
を
開
い
て
、

「
ニ
」

の
大
折
据
を
硯
箱
の
蓋
上
、

「
一
」
の

書
の
上
に
開
け
て
中
の
名
乗
紙
を
出
し
困
、

ず

「
ニ
」
の
大
折
据
を
両
手
で
持
つ
て

執
筆
者
は

「
一」
の
大
折
据
と
同
じ
く

に ん
で
座
り

折
据
を
重
ね
て
持
ち
、
執
筆
者
の
正
面
に
進

四
客
は
正
面
を
正
し
た

「
ニ
」
「
三
」
の
大

の
大
折
据
に
入
れ
ま
す
困
。

H
席
に
戻
り
ま
す
。

大
折
据
二
枚
を
奉
書
の
右
手

奉 ま IJll

囿
四
客
は
大
折
据
二
枚
を
奉
書
の
上
に
置
く

困
執
筆
者
は
「
一
」
の
大
折
据
を
開
け
る

ウ1 の
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囲
「
一
」
の
大
折
据
を
蓋
L
の

一
」
に
重
ね
る

連
客
が
選
ん
だ
茶
師
の
名
を
書
き
-
人
れ
る

困
名
乗
紙
四
枚
を
重
ね
て
折
り
、

ひ
ね
っ

て

囲
困
名
乗
紙
を
開
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
L
に
置
く國

「
一」
の
大
折
据
に
入
れ
る



中
央
に
置
き
ま
す
。

そ
の

「
ー
ニ
」の
大
折
据
を
文
台
の
奉
書
手
前

ひ
ね
っ
て
田
、
「
三
」
の
大
折
据
に
入
れ

て
囹

名
乗
紙
を
四
枚
重
ね
て
田
折
り
圉
、

上
に
置
き
朗

三
段
目
に
茶
師
の
名
を
書
い

名
乗
紙
を
開
い
て
困
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の

出
し
て
囹
、
「
.一
」の
大
折
据
に
重
ね
ま
す
。

に
両
手
で
広
げ
て
函
開
け
、

中
の
名
乗
紙
を

つ
づ

い
て
、

「
三
」

の
大
折
据
も
同
じ
よ
う

困
「
.
.
一
」
の
大
折
据
も
同
様
に
両
手
で
広
げ困
奉
書
の
上
に
名
乗
紙
を
出
す
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重
ね
て

困
名
乗
紙
を
開
く

そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
上
に
置
く

団
本
茶
三
服
目
の
茶
師
の
名
を
書

の
大
折
据
に
入
れ
る



大
折
据
を
重
ね
た
ま
ま
硯
箱
の
蓋
を
閉
め

上
の
奉
書
を
二
つ
折
り
に
し
て
國
、

三
つ
の

國
持
ち
、
硯
箱
の
蓋
の
上
に
戻
し
田
、

文
台

大
折
据
を

「
ニ
」
の
大
折
据
の
上
に
重
ね
て

の
大
折
据
に
重
ね
函
、

つ
づ
い
て

「
一
」
の

折
据
を
取
つ

て
、
奉
書
手
前
中
央
の

「
三
」

執
筆
者
は
、

硯
箱
の
蓋
上
か
ら

「
ニ
」
の
大

奉
書
の
上
に
の
せ
て
囹
待
ち
ま
す
囹

囮
「
ニ
」
の
大
折
据
を
「
ー
ニ
」
に
重
ね
る

一
枚
重
ね
て
持
ち
、
硯
箱
の
蓋
の
上
に
戻
す

國
文
台
上
の
奉
書
を

田

「
一
」
の
大
折
据
を

「
ニ
」
に
重
ね
る

つ
折
り
に
す
る



事式の解説令茶カブキ之式・風炉(五)
囲
大
折
据
を
重
ね
た
ま
ま
硯
箱
に
蓋
を
す
る

大
折
据
に
入
れ
て
大
折
据
の
正
面
を
正
し
は
じ
め
る
頃
に
硯
箱
を

二
つ
折
り
に
し
て
硯
箱
を
の
せ
、

再
び
控
-
ん
、

四
客
が
名
乗
紙
を

開
け
、
墨
を
す
っ
て
記
録
を
書
キ
、
始
め
ま
す
。
終
わ
る
と
奉
書
を

定
座
で
控
.
之
て
い
ま
す
が
、
正
客
の
木
茶
所
望
の
挨
拶
で
硯
箱
を

杓
を
蓋
置
に
引
キ
、
、
総
礼
が
す
む
と
、

文
台
を
持
つ
て
席
入
り
し
、

そ
の
は
じ
め
の
方
の
動
キ
、
を
大
ま
か
に
申
し
ま
す
と
、

亭
主
が
柄

茶
カ
ブ
キ
之
式
に
お

い
て
、
執
筆
者
は
式
の
記
録
を
取
る
役
で
す
。

執
筆
者
の
役
割
と
心
覚
え

困
奉
書
の
上
に
の
せ
て

る
よ
-
9
に
心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

を
開
キ
.
、記
録
を
書
キ
、
終
わ
る
と
す
み
や
か
に
奉
書
を
二

つ
に
析

1
進
あ
ら
た
め
に
、

四
客
が
大
折
据
を
持
っ

て
来
る
直
前
に
奉
書

が
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
、
ら
で
す
。
茶
カ
ブ
キ
之
式
を
滞
ナ
な

始
め
る
と
、
客
は
点
前
で
は
な
く
、

執
筆
者
の
筆
先
に
目
が

い
¥
、

る
と
す
ぐ
奉
書
を
二

つ
折
り
に
し
ま
す
。

こ
れ
は
茶
師
名
を
書
キ
-

す
み
や
か
に
名
乗
紙
を
開
い
て
茶
師
名
を
書
キ
、
入
れ
、

書
き
終
わ

お
ろ

奉
書
を
広
げ
て
待
ち
、
大
折
据
を
四
客
か
-
り
受
け
る
と
、
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茶
碗
を
定
座
に
出
し
ま
す
団
。

國

茶
碗
の
正
面
を
正
し
て

入
れ
囹
、
残
り
を
釜
に
一
屎
し
て
切
柄
杓
を
し

膝
前
に
置
き
、
湯
を
汲
ん
で
適
量
を
茶
碗
に

水
に
あ
け
て
囹

茶
巾
で
拭
か
ず
に
茶
碗
を

も
う

一度
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
入
れ
田

建

き
清
め
困
茶
巾
を
釜
の
蓋
上
に
戻
し
ま
す
。

理
建
水
に
湯
を
あ
け
困

茶
巾
で
茶
碗
を
拭

を
汲
ん
で
茶
碗
に
入
れ
、

こ
す
す
ぎ
を
し
て

れ
囹
、
建
水
に
湯
を
あ
け
困
、

も
う
一度
湯

受
け
礼
を
す
る
と
、
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
入

こ
の
間
、

亭
主
は
正
客
か
ら
の
湯
の
所
望
に

の
入
つ
た

田
も
う
一度
湯
を
入
れ
、

こ
す
す
ぎ
を
す
る

田
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
入
れ
る

困
建
水
に
湯
を
あ
け
る

困
建
水
に
湯
を
あ
け
る

8()



幽
茶
巾
で
茶
碗
を
拭
き
清
め
る

圃
残
り
を
釜
に
戻
し
て
切
柄
杓
を
す
る

田
さ
ら
に
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
入
れ
る

囹
建
水
に
湯
を
あ
け
る

服
H
の
茶
碗
(
今
回
は
湯
)
を
出
す



亭
主
は
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
入
れ
囮

に
湯
を
あ
け
ま
す
圃

な
り
ま
す
。

し
田
、
連
客
も
総
礼
を
し
て
國
主
客
総
礼
と

亭
主
は
茶
碗
を
膝
前
に
取
り
込
む
と

一礼
を

で
茶
碗
を
返
し
ま
す
函

服
=
は
最
後
で
す
の
で
、

正
客
と
の
出
合
い

き
函

四
客
は
湯
を
い
た
だ
く
と
、

本
茶
三

次
客
以
下
も
同
じ
よ
う
に
し
て
湯
を
い
た
だ

す
。
正
客
は
次
客
に
手
渡
し
で
茶
碗
を
送
り
、

次
客
は
正
客
の

ー
ロ
で
三
客
に
次
礼
を
し
ま

國
茶
碗
が
戻
る
の
を
待
ち
ま
す
。

旱
主
は
正
客
の
ーロ
で
釜
に
水
一杓
を
さ
し

し
函

湯
を
い
た
だ
き
ま
す
。

り
、
次
客
と
の
問
に
茶
碗
を
逍
い
て
次
礼
を

つ
ぎ
れ
い

正
客
は
茶
碗
を
取
り
に
出
て
囲
H
席
に
戻

建
水

団
亭
主
は
釜
に
水

一杓
を
さ
す

囮
正
客
は
茶
碗
を
取
り
に
出
る

固
次
客
以
下
も
同
じ
よ
う
に
湯
を
い
た
だ
く

困
次
客
と
の
間
に
茶
碗
を
妣
き
、
次
礼
を
す
る



困
本
茶
一
ニ
服
目
の
茶
碗
を
出
合
い
で
返
す

亭
主
は
湯
を
汲
ん
で
茶
碗
に
入
れ
る

圃
建
水
に
湯
を
あ
け
る

國
連
客
も
総
礼
を
し
て
主
客
総
礼
と
な
る

解
説
〆
業


